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オショロコマの栄養状態を 主として体栄養成分の季節変化から明らかにするために 北海道東部知
床半島の小河川で採捕したものを試料とし 肝臓及び筋肉中の脂質 核酸 タンパク質などの含量を測定し
た タンパク質含量とタンパク質 比を除く指標は 月から 月にかけ減少し 月に一時増加し
月には再び減少する傾向が見られた これらの変動は夏季における高水温が影響していると思われた また
月の一時の回復と 月に脂質含量が 群に分かれた要因は カラフトマス卵の飽食とスモルト化に関連
する生理的な変化と思われた

オショロコマ 栄養状態 脂質 核酸 タンパク質

り これらの含有量から栄養状態の良否を推測するこ
とが可能である また 魚類組織中の核酸量 タンパク質

オショロコマは日本では北海道だけに生息するサケ科魚 量 比 およびタンパク質 比は 生理的
類の 種で 知床半島の一部を除き河川残留型の生活史 な活性により変動するので 栄養状態の指標とな
を送ることが知られている 今日では 環境省のレッド る よって本研究では 知床半島内の河川で月別に採
デ タブックでは準絶滅危惧種に 北海道版のレッド 捕したオショロコマについて栄養素の主な項目すなわち脂
デ タブックでは希少種に指定され 知床半島では絶滅 質 タンパク質および核酸の含有量とそれらの比率を調
危惧種のシマフクロウ の主要な餌にな べ 栄養状態の季節変化を検討した
るなど 年に世界自然遺産に登録されたこの区域の
生態系の中で注目すべき位置を占めるが 保護はなされて
いない オショロコマは 知床半島内の多くの河川におい オショロコマの採捕は 知床半島の斜里町を流れるペレ
て 一部は降海型の生活史を送るが そのほとんどは河川 ケ川 で 年 月から 月の各月
残留型の生活史を送り 河口から上流域まで終年生息する 回 電気漁具 社 を用いて
唯一のサケ科魚類である さらに 各種の無脊椎動物や 時に 河口から約 上流の地点を定点として
小型の魚類などを餌とする広食性魚類であるため 河川 行った 供試魚は現場で標準体長 体重を測定後 氷冷し
内で上位の生態的地位にある また 産卵は最上流域で行 て持ち帰り 分析まで で保存した 脂質含量の測定
うことから 本種が生息するためには流域全体の環境が には 肝臓約 を用い のエタノ ル エ テ
整っている必要があり 生息状況や栄養状態の把握は河川 ル混液 を加えてホモジナイズし 遠心分離し
環境の良否を判断する一つの指標となるであろう 本種に た上澄みについて酵素法に基づく測定キット 和光純薬工
関する日本での研究はアメマスなど種間や種内での競合お 業株式会社製 それぞれトリグリセライド テストワコ
よび分類学的なものが多く 栄養状態に関する報告は リン脂質 テストワコ を使用して 含量を測定
ほとんどない した また タンパク質および核酸量の測定には 背鰭基
魚類の栄養状態の指標としては 体成分栄養素に関する 部左後方から左側線までの筋肉約 を使い
項目すなわち 脂質含量 比を含めて生化学 を 加
的な指標がよく用いられる 脂質のうち 特にトリグリセ えホモジナイズした試料について それぞれ 法 お
リド 以下 とリン脂質 以下 はそれぞれ運動エ よび 法を改良した
ネルギ の貯蔵物質および細胞膜の成分として重要であ 変法 を使用して求めた

山本敦也 虎尾 充 桑原 連

要約

キ ワ ド

緒 言

材料および方法

知床半島の小河川におけるオショロコマ
の

栄養状態の季節変化
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山本 虎尾 桑原

標準体長と体重から肥満度 を 体重 は 月に最高値を示し 月には最低値
と胃内容物重量と生殖腺重量からそれぞれ胃充満度 を含む広いばらつきで平均値も低下した 含量に

と生殖腺指数 はいずれも有意差が見られた
を求めた 式を以下に示す

およびタンパク質含量の月別変化の結果を
肥満度 体重 標準体長

に示した は 月から 月にかけ減少し その
胃充満度 胃内容物重量 体重

後 月まで増加した は 月から 月にかけて急激
生殖腺指数 生殖腺重量 体重

に減少し その後 月に一時的に急増し 月には再び減
栄養状態の季節変化を明らかにするために 標準体長 少した タンパク質は 月から 月にかけて増加傾向が
体重 肥満度 胃充満度 生殖腺指数 量 量 見られた タンパク質とも有意差がみられた

量 量 タンパク質量 タンパク質 比 タ
比の月別変化を調べた デ タの等分散性が ンパク質

得られなかったため 検定には 検定を用 およびタンパク質 比の月別変化の結
いた また 月の試料について が明確に 群に分 果を に示した 比は 月から 月にか
かれたため この 群に対して標準体長 体重 肥満度 けての減少を通じて 月のみ上昇した タンパク質
胃充満度 生殖腺指数 量 量 量 量 比は最小値を示した 月から 月まで増加し
タンパク質量 タンパク質 比 比につ 月には低下した これらにはいずれも有意差がみられた
いて の 検定を行った タンパク質

月の結果で 量が高 低の 群に分かれたため 改
年 月から 月に行った調査において各月

個体のオショロコマを採集した これらの個体について
各月の標準体長および体重に有意な差は認められなかった
標準体長 体重

胃充満度 生殖腺重量指数 肥満度の月別変化の結果を
に示した 胃充満度は 月に の最も高い値を示

した後 月はやや低下し 月には まで低下した
月に一時的に上昇したが 月には最低値の まで減
少した 生殖腺指数は 月に低い値を示した後 月ま
で増加し 月は同値を維持し 月にやや減少した 肥
満度は 月から徐 に減少し 月に低く 月に最高
値を示し 月に再び減少した 胃充満度 生殖腺指数
肥満度にはいずれも有意差が見られた 胃充満度

生殖腺指数 肥満度

および 含量の月別変化の結果を に示し
た 量は 月から 月にかけて から

まで徐 に上昇し 月に下降した 月には
の高い値を示す個体と

の低い値の個体に分かれた 含量は 月から 月まで

結 果
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Pereke River, Shiretoko Peninsula. Error bars
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知床半島の小河川におけるオショロコマ の栄養状態の季節変化

めてそれぞれの群の体重 標準体長 量 量 的に良好となった後 月に再び低下する傾向が見られた
量 量 タンパク質量 比 タンパク質 タンパク質合成の指標である 比は 月の

比 肥満度 生殖腺指数および胃充満度について から 月にかけて減少し 月に増加 月には再び
群の比較として の 検定を行ったが 結 まで減少した 河川型サケ類の核酸比
果は 量のみ明確に 群に有意差が検出され いず については 良好な成長を示したカワマス 筋
れも その他の項目では有意な差はみら 肉中で ギンザケ 幼魚では十
れなかった 分に給餌された群で 無給時群では

通常の水温 で飼育されたサクラマス幼魚
では などの報告があり 核酸比は栄養状態に比例し

体成分の生化学的指標から オショロコマの栄養状態は春 て増加する 今回の分析結果では 少なくとも 月は良好
には良好な状態であるが 夏にかけて低下し 月に一時 な栄養状態にあり 月に向けては状態が悪化したと推測

考 察
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(a) Seasonal changes in triglyceride (TG) and (b) phospholipids (PL) contents of the samples in Fig. .

Error bars indicate standard deviation

Seasonal changes in DNA, RNA and protein Seasonal changes in RNA/DNA and protein/

contents of the samples in Fig. . Error bars DNA ratios of the sampled in Fig. . Error

indicate standard deviation bar indicate standard deviation

TG PL DNA

RNA RNA DNA RNA DNA

DNA .

Mann-Whitney U . RNA DNA

TG PL

U p . .
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Salvelinus malma malma
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山本 虎尾 桑原

中田 淳 オショロコマ 北のさかなたち 長澤和
也 鳥澤 雅編 北日本海洋センタ 札幌
小宮山英重 知床の淡水魚 知床の魚類 斜里町立
知床博物館編 北海道新聞社 札幌
環境省自然環境局野生生物課編 日本の絶滅のおそ
れのある野生生物 レッドデ タブック 汽水 淡水魚編
環境省 東京

される カルハビタット内における個体間の順位は体サイズに強く
多くの指標値が夏季に低下した原因では水温の上昇と天 依存するが に示したように 量 量の
然餌料の減少が考えられる 月の調査時の水温はそれ 高い群と低い群の体長に差がみられなかったため 二極化
ぞれ であったが オショロコマは水温 以 が個体間競争による結果とは言えないであろう 栄養状態
上で摂餌活動度が低下することが知られている 餌料環 への影響には 産卵のための河川内の移動によるエネル
境については カゲロウ目の羽化が春に集中し 春から夏 ギ の消費も考えられるが 明確な二極化の証明には今回
にかけて現存量も低下する 本研究の多くの測定 分析 の調査結果だけでは不十分である サクラマス幼魚やカラフ
項目すなわち胃充満度 含量 比などに トマス稚魚では 降海に備える時期に脂質含量が減少する
見られた夏季の値の低下は 水温の上昇や水生昆虫の羽化 ことが知られている 一方 知床半島内の河川では 降
等により餌生物の現存量が低下することによって食物の摂 海型のオショロコマが出現することが判っているが
取量が減少したためと考えられる その出現頻度 降海時期 生活史等については不明な点が
各指標値は 月に一時的に増加する傾向がみられたが 多い ほとんどの個体が降海型の生活史を送るアラスカの
胃充満度は 月の値に近く この時の水温は と前述 オショロコマでは降海時期が主に春であるが 一部は秋に
の 以下であり 摂餌活性が高かったことが予想され 降海することから 本研究で観察された 量 量の
たが 含量や肥満度は最高値に達していないため 単 二極化も 降海に備えるスモルト化に伴う現象ではないか
純に摂餌量の増加によるとは思われない 胃内容物の観察 と考えられる 量が少ない個体と 量が少ない個体
によると 月はカラフトマス の卵が重量比 とは一致しており また 明確に 群に分かれたことから
で 以上と優占した 山本ら 投稿中 魚卵は一般に 何らかの生理的な要因が考えられるが 本研究ではスモル
脂肪含量が多いので この一時的な栄養状態の回復はカ ト化に伴う脂質関連項目 ホルモン等の分析は未だで 今
ラフトマス卵の摂食に基因すると思われる 後の課題として残されている

月の試料分析では タンパク質含量とタンパク質 オショロコマは冷水性の魚類で 世界において北海道が
比を除く全指標で低下がみられた 知床半島におけ 分布の南限であり 北海道内において水温は生息域を支

るオショロコマの産卵期は 月であり 生殖腺指数 配する重要な要因であることから 夏季の水温はその栄
も 月に若干の低下が見られたこと 著者らの胃内容物 養状態に大きな影響を与えていることが示唆されている
の観察で 月のサンプルでは 生殖腺の発達した個体は また 月の一時的な栄養状態の回復はカラフトマス卵の
空胃であることが多く 生殖腺指数と胃充満度に弱い負の 偏食によると考えられた 一般に河川性サケ科魚類の冬期
相関も見られたことから 産卵場所 間の生残率は低く その要因は越冬前の栄養状態の良否
への移動や繁殖行動に関連して栄養状態が低下した可能性 に強く関係しているといわれている よって 知床半
がある また この時期のオショロコマの胃内容物はユス 島における秋のカラフトマスとサケ の遡上 産卵
リカ幼虫などのハエ目幼虫や若齢のカゲロウ目 カワゲラ はオショロコマの冬季の生残にとっても重要な要因である
目など小型の水生昆虫に偏ることが知られているので と考えられる また 知床半島の河川には多くの人工構造
河川内現存量も低下すると考えられている したがって 物が設置されており ダムや流路工等の河川工作物は水
月の栄養状態の低下は 大なり小なり繁殖に伴う生理的 温を上昇させ 回遊魚の遡上を阻害すると言われてい

要因と餌生物摂取量減少の両者が関係しているように思わ る 河川工作物が与える影響や カラフトマスやサケの
れる なお 調査期間を通じて魚体サイズ 体長 体重 産卵期における魚卵の飽食がオショロコマの栄養状態や冬
には大きな差異が見られなかったので 成長に関する栄養 季の生残に与える影響も調べる必要がある
消費の解析には不十分であった

量は 月に最高値を示したが 月にも高い値を示 本研究を行うにあたり 東京農業大学生物生産学科
し 他の指標と異なる結果が得られた タンパク質 水圏環境学研究室の水野 眞教授 同大学アクアバイオ学
比は 月から徐 に上昇し 月には低い値となった 科水産増殖学研究室の園田 武講師にはご指導 ご援助を
一般に はエネルギ の貯蔵物質 タンパク質 頂いた 同大学の宇佐見兼司氏 前田久志氏には調査にご

比は相対的な細胞の大きさを表すと考えられてい 協力頂いた 北海道立水産孵化場道北支場の鷹見達也氏に
る すなわち 環境要因により摂食量が減少する一方で は 本論文を取りまとめるにあたり有益なご助言を頂い
細胞を肥大化させエネルギ を貯蔵していたと考えられ た ここに記して厚く御礼申し上げる
る これらの変化はこの年に成熟するサイズの個体も未成
魚も同じ傾向を示したことから 餌の少なくなる秋 に備
えての生理的変化と思われる
また 月は 量及び 量において数値の高い群と
低い群とに 分されたが と 以外の項目では有意
差はみられなかった 脂質はエネルギ の貯蔵物質である
から 月の産卵行動によるエネルギ の消費も予想
されたが 生殖腺指数には有意差が見られなかった ロ
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知床半島の小河川におけるオショロコマ の栄養状態の季節変化
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AMAMOTO ORAO UWABARA

: Seasonal changes in the nutritive elements of stream-dwelling Dolly Varden were inves-

tigated in the Pereke River in Shiretoko Peninsula, eastern Hokkaido, Japan. Chemical analyses were

carried out on the indicators to the nutritive condition such as triglyceride, phospholipid, DNA, RNA

and protein. Most of the indicator elements decreased from May to August except protein and pro-

tein/DNA ratio, with temporary increase in September and decrease in October. Such fluctuations

suggest the innutritious e ect of high water temperature in summer. These conditions temporarily

recovered in September, but the lipid contents devised to two groups toward October. It would be

engorging with feeding of the pink salmon eggs, and changes on the physiological e ect concerned

smoltification.

: Dolly Varden, nutritive condition, lipid, nucleotide, protein
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